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1.はじめに

20万分のl地質図幅「中之島及び宝島」は，地質調査総合センター及びそ

の前身である地質調査所が該当地域の地質の編さんに基づき作成している

20万分のl地質図幅の1つで、ある.本地域は，国土地理院発行の20万分のl

地勢図「中之島j及び「宝島」地域を合わせたものであり，鹿児島県の大隅諸

島(種子島，屋久島など)と盗美諸島(奄美大島，徳之島など)の聞に位置す

るトカラ列島全域を含み，その大部分は海域である.また，宝島南東約70km

地点(奄美大島北端の笠利崎北方27km)に，地勢図に図示されていない高さ

8mの岩礁，サンドン岩がある.編さんに当たっては，これまでに公表されてい

る報告書や論文などを参考に，著者の一人小林の未公表データを加え，若

干の野外調査を行って作成した.トカラ列島島l興部を中野・下司・小林が，サ

ンドン岩を斎藤が， 重力調査・編集は駒津と大熊が担当した.

2.地形

10個余りの島l興からなるトカラ列島は，東をフィリピン海プレートが沈み込む

水深6，000-7，800mの琉球海溝に，西を水深1，000-2，000mの沖縄トラフ(舟状

海盆)に挟まれた，水深1，000m以浅の琉球弧上にある(第l図).島l興のうち

臥蛇島・小臥蛇島・平島を除く島々がほぼ北東南西方向の直線上に点在し，

北東は口永良部島火山へ，そして南西は硫黄鳥島へ続く第四紀の火山フロ

ントを形成している.臥蛇島・小臥蛇島・平島の3島はその西の背弧側(沖縄ト

ラフ側)に位置する.陸地面積としては活火山を含む中之島が最も広く約

34.5km'，大きさ約9.5X4kmで、ある.標高としては中之島の御岳が979mで、最も

高い.次いで，やはり活火山で、ある諏訪之瀬島が面積約27.7km'，大きさ約

8.5X5kmであり，標高も諏訪之瀬島御岳の799mが中之島御岳に次いで高い.

そのほかの後期更新世完新世の火山体を含む島l興では，口之島前岳628m，

臥蛇島御岳497m，悪石島御岳584m，上ノ根島280m，横当島495m，小臥蛇

島301m，中期更新世以前の平島御岳243m，小宝島102m，小宝小島56m，宝

島292mであり，新しい火山島ほど陸地面積に比べ標高が高い傾向をもっ.

トカラ列島を構成する多くの島唄は水深800-500mの平坦面上に突出した高

まりであり，その大部分は水面下にある.例えば，諏訪之瀬島では海面上の

体積は6.4km
3で、あるが，水深500mからを火山体とするとその体積は60km

3
と見

積もられてしも(小林・原田，1984).これらの島l興以外にもカッパ曽根(水深177m)，

濁り曽根(水深135m)などの高まりが火山フロント上に，サンゴ曽根(水深91m)

や権曽根(水深69m)などの高まりが火山フロントの背弧側に分布している.こ

れらの多くが火山体である可能性があるが，宝島・小宝島は第四紀以前，そし

て口之島北東の平瀬(範囲外)が鮮新世であるように(下司ほか， 2007)，第四

紀火山以外の高まりも存在すると考えられる.なお，横当島周辺には直径約7

X10kmの海底カルデ、ラが推定されている(海上保安庁， 1987) 

トカラ列島に属する多くの火山島は，急峻な海食崖に固まれることが多い.

第四紀火山島のうち，臥蛇島，小臥蛇島，上ノ根島などは単一の成層火山体

あるいは溶岩ドームが主体と考えられるが，それ以外は複数の成層火山や溶

岩ドームが接合した複合火山となっている.複合火山の成長途上で大規模崩

壊を繰り返すことが多く，顕著な崩落崖(一部はカルデラ)が形成されている

場合がある.口之島，中之島及び悪石島では北西一南東方向に新旧の火山

体が配列している.それに対し，諏訪之瀬島は北東一南西方向に配列する.

後カルデ、ラ火山で、ある横当島では2つの成層火山体が東西に接合する.

先第四紀で、ある宝島・小宝島及び、小宝小島は周囲を隆起サンゴ、礁に固まれ，

海岸付近に標高10m以下の平坦面が広がり，第四紀の火山島とは明らかに

異なる地形を示している.

サンドン岩は高さ8m，長さ20m余りの岩礁で、あり，約150m南南西にも複数の

小さな岩礁がある.奄美大島北端から北北東に延びる奄美海脚上に位置し，

トカラ列島南部との聞には水深800-1，000mの奄美トラフが延びている.

(中野俊)

3.地質

3.1概要
本地域に属する島l興は， 一部を除いて中期更新世以降の第四紀火山島で

ある.第2図に第四紀火山の層序を示した.これらのうち，口之島，中之島，諏

訪之瀬島の3島は活火山として認定されており，とりわけ諏訪之瀬島は活動度

が高く，現在で、も活発に噴火活動が起こっている.臥蛇島及び平島は中期更

新世の，小臥蛇島及び悪石島は後期更新世の火山で、ある.最南端の横当島

及び上ノ根島は，直径約7X 10kmの海底カノレデ、ラの後カルデラ火山で、ある.

その活動年代を決定する資料は得られていないが，後期更新世ないし完新

世にかけて活動した火山であると推定される.小宝島・小宝小島及び宝島は

中新世と推定される火山岩から構成され，中期更新世の琉球層群(礁石灰岩

や砕屑物)や完新世の隆起サンゴ礁堆積物，砂丘堆積物に覆われている.サ

ンドン岩は，後期白亜紀の四万十帯堆積岩コンプレックスの玄武岩溶岩・火

山砕屑岩からなり，弱変成作用を被っている.以下，陸域の各島の地質・火

山発達史を述べる.なお，本地域の放射年代は大四ほか(1987)によるFT及

ひi(-Ar年代があるが，本地質図幅は最近の士志田ほか(2004)，松本ほか(2006)，

小林・棚瀬(2008)を参考に第四紀火山の時代区分を行った.

3.2 口之島
口之島火山は，複数の火山体の集合からなる複合火山である(下司・中野，

2007).もっとも古い火山体は，南端部に分布するタナギ山火山体及び北端

部のフリイ岳火山体で，いずれの岩質も輝石安山岩である.タナギ山からは

約50万年前(松本ほか， 2006)，フリイ岳からは約30万年前(大四ほか， 1989; 

中尾・古山， 2003;小林・棚瀬， 2008)の放射年代が得られておりパ、ずれも中

期更新世の火山体である.後期更新世以降，これらの聞に少なくとも10個の

角閃石安山岩(一部デイサイト)の溶岩ドームからなる火山体が形成された.

これらの火山体は岩相の違いや相互の被覆関係から，おおむね以下の順序

で形成された:ウエウラ山火山体，セランマ火山体，横岳火山体，南横岳火山

体，北横岳火山体，前岳火山体，ヒキスエ火山体，鎌倉崎火山体，落しの平

火山体， ，儀畠火山体(第3図).なお，セランマ火山体，ヒキスエ火山体，鎌倉

崎火山体については，その形成時期は明確ではない.

約4万年前頃，軽石質の大勝火砕流堆積物がウエウラ火山から噴出し，小

河内カノレデラが形成された.このカルデ、ラの形成後，横岳・南横岳・北横岳の

少なくとも3つの溶岩ドームが成長した.複数の火砕流(ブ、ロックアンド、アッシュ

フロー)がこれらの溶岩ド、ームの形成に伴って発生した.南横岳から噴出した

火砕流堆積物からは1.9万年前の放射性炭素年代が得られている(奥野ほか，

2004) .完新世， 7，900年前ごろの横岳・南横岳・北横岳の馬蹄形崩壊によっ

て岩屋口岩屑なだれ堆積物が発生し，引き続きこの崩壊地形の内部に前岳

火山が成長した(奥野ほか， 2004).前岳溶岩ドームは約7，300年前の鬼界ア

カホヤテフラ(K-Ah)に覆われるが，それ以降の溶岩ドームはK-Ahの上位で

ある.落しの平及び燃岳の溶岩ドームが前岳溶岩ドームの南東斜面崩壊後

に成長した.燃岳火山は口之島の中で最も新しい溶岩ドームで12-13世紀に

形成された(奥野ほか， 2004).燃岳溶岩ドームの山頂部には直径数10mから

100m程度の複数の竪孔状火口や割れ目火口が開口しており，これらは燃岳

溶岩ドーム上で水蒸気爆発が繰り返し発生したことを示している.最新の水蒸

気噴火は18世紀以降の可能性がある(下司・中野， 2007).口之島火山には

噴火記録はないが，燃岳溶岩ドーム頂部の火口では噴気活動が認められる.

フリイ岳東の海岸では，隆起サンゴ、礁堆積物が300mにわたって分布する(斎

藤ほか， 1971) 

3.3 中之島
中之島は新期の御岳火山と旧期の椎崎火山・先割岳火山・ネガミ岳火山・

セリ崎火山などから構成される(Oaishi，1989).旧期の火山体からは約50万年

前のK-Ar年代が報告されており(小林・棚瀬， 2008)，中期更新世の輝石安

山岩の成層火山である.東海岸付近には強変質部が露出する.新期の御岳

火山は輝石安山岩の成層火山である.活動年代を示す資料はほとんど得ら

れていないが，山体の開析が進まず，溶岩流地形が新鮮であり， 一部の溶岩

流は7，300年前のK-Ahの上位である (Oaishi，1989).本地質図幅では主に

Oaishi(1989)の地質図に基づき， K-Ahより上位の溶岩流を完新世の噴出物と

して表し，それ以前のものは後期更新世ないし完新世の噴出物として扱った.

有史時代の活動記録としては， 1914年に小規模な水蒸気噴火が発生してい

る程度であるが，山頂火口及び東山麓の噴気孔では噴気活動が活発であり，

しばしば噴気量の増大が観察されている.

西海岸では，局所的に隆起サンゴ礁堆積物が分布する.中田ほか(1978)に

よれば分布域の長さは170mで、あり，木庭ほか(1979)により5，300-3，400年前

の放射性炭素年代(未較正)が報告されている.

3.4臥蛇島
中期更新世に形成された，中心噴火によるほぼ円錐形の輝石安山岩の成

層火山である.約20万年前を示すK-Ar年代が報告されてしも(松本ほか， 2006).

北西，南西及び南東斜面で、は山頂方向から流れ下った溶岩流の原地形が残

され，特に北西では一対の溶岩堤防地形が顕著である(中野・下司， 2005) 

島の周囲に発達した海食崖では厚い溶岩流が露出することが多く，北西海岸

の立神や木場立神ではその厚さが100mに達する.北岸では変質した火砕物

が成層し， 一部は著しく変質している.山頂部の北東側には明瞭な崩壊崖が

あり，ここから崩落した堆積物の地形は新鮮である.山頂南側にはそれよりも

古い，やや開析された崩落崖がある.



3.5小臥蛇島

小臥蛇島火山は後期更新世の角閃石安山岩ないしデイサイトの溶岩ドーム

である.松本ほか(2006)により2-3万年前のK-Ar年代が報告されている.デイ

サイトには斑晶として角閃石のほか，黒雲母・石英・かんらん石が含まれること

があり，トカラ列島では本火山以外では産出しない特異な岩石である.この島

は四方を断崖絶壁に固まれ，西側では未変質であるが，東側では熱水変質

が著しく，数ヶ所での噴気活動と小規模な温泉湧出が確認されてしも(第4図)

なお，西暦1700年前後及び1830年代にそれぞれ作成された元禄国絵図及

び天保国絵図(国立公文書館所蔵)では，いずれも小臥蛇島に噴気が描か

れており，その当時は噴気活動がより激しかったことがうかがえる(及川|・中野，

2008) 

3.6諏訪之瀬島

諏訪之瀬島火山は日本でも有数の活動的な火山であり， 1813年噴火以降，

活発にブ、ルカノ式噴火やストロンボリ式噴火を続けている.富立岳火山，根上

岳(別名ナベダオ)火山及び主成層火山体(御岳火山)から構成され，いずれ

も輝石安山岩の成層火山体である(第5図)

北部の富立岳火山は溶岩及び火砕岩からなり，一部はマグマ水蒸気爆発

に由来する火砕Eの堆積物である.約6万年前のK-Ar年代及び約3万年の

放射性炭素年代が報告されている(松本ほか， 2006).南部の根上岳火山は

溶岩及び火砕岩からなり， 6-5万年前を示すK-Ar年代のほか，基底部からは

約15万年前を示すK-Ar年代が得られており，少なくとも10万年より以前から

活動を始めていた(土志田ほか， 2004;小林・棚瀬， 2008).やや開析されて

はいるが，山頂部には火口地形(ナベダオ火口)が現存する.中央部の御岳

火山は，平沢・松本(1983)によれば古期・中期・新期に分けられているが，こ

のうち中期噴出物からは7-6万年前のK-Ar年代が得られてしも(士志田ほか，

2004) .富立岳火山や根上岳火山は御岳火山活動開始以前に形成されたも

のではなく，活動期が重複していると考えられている(平沢・松本， 1983).ある

いは側火山として位置づけることもできる(小林・原因， 1984).約2.9万年前の

姶良Tn火山灰(AT)降下以前にそれらの活動は停止していたと考えられてい

る(嶋野・小屋口， 2001)

諏訪之瀬島火山の主体をなす御岳火山主成層火山体で、は馬蹄形カルデ、ラ

(作地カルデラ)が東に聞き，カルデラ外には旧火口が，カルデ、ラ内には新火

口がある.旧火口は1813年噴火の活動中心であり，島内全域にスコリアを降

下したほか，西へ3方向，東へl方向の溶岩流を流出した(小林， 2000).この

溶岩流については，平沢・松本(1983)と嶋野・小屋口 (2001)はスコリアが流

動したものと考えている.カルデ‘ラ内では1884年に新火口が活動し御岳火砕

Eが形成され，東海岸まで溶岩が流出した.なお，西海岸に達する須崎溶岩

は， 1813年以前では最も新しい(小林， 1989)，あるいは，根上岳火山と同じ

時期とする考え(嶋野・小屋口， 2001)がある.

小坂(1991)によると諏訪之瀬島東方海上(北緯29
0

38.5'，東経129
0

50.0') 

で1954年及び1960年に海底噴火があったらしいが，詳細は不明である.その

位置は水深約100mの諏訪之瀬東曽根にほぼ相当する.

諏訪之瀬島の南部には，確実度IIの活断層が2本あり， 30-50mの垂直変位

を与えている(活断層研究会編， 1991) 

3.7 平島
平島は鮮新世の火山とされていたが(大四ほか， 1987;木崎編， 1985)，最

近のK-Ar年代測定により中期更新世， 70-60万年前で、あることが明らかになっ

た(松本ほか， 2006).木崎編(1985)によれば，輝石安山岩の溶岩・火砕岩及

びその二次堆積物からなる.明瞭な火山地形は認められない.

3.8悪石島
悪石島は後期更新世の複合火山である.下位よりノンゼ岬火山，ピロワ山火

山，中岳火山のいずれも輝石安山岩の成層火山が重なり，その上位に溶岩ドー

ム状の御岳火山がある(大四・松本， 1979b， 1992).これらは南東から北西に

噴出中心が移動しており，ビロウ山火山と中岳火山にはそれぞれ西に開いた

崩壊地形が存在する.ビロウ山火山からは約10万年前のK-Ar年代が報告さ

れている(小林・棚瀬， 2008).御岳溶岩ドームには山頂直下の直径約300X

150mの火口(オッポンタオ)がある.

島の南東部の比較的平坦な地形面には，層厚5m以上で，角閃石を含む軽

石質の降下テフラ・火砕流堆積物が分布するが，給源は不明である(大四・松

本， 1979b; Furuyama etαl.， 2002).島の北部で，東へ緩傾斜する平坦面は，

角閃石デイサイトの大峰溶岩で構成されている(Furuyamaetαl.， 2002).この

溶岩の上位には粗粒なテフラは存在せず，悪石島では最新の噴出物であるが，

AT火山灰には覆われる(小林，未公表資料)

3.9小宝島及び、小宝小島

小宝島は中新世と推定される火山岩から構成される宝島層群を基盤とし，

それを不整合で覆う中期更新世の石灰岩(琉球層群)及び完新世の隆起サ

ンゴ礁が覆う.基盤となる火砕岩は一部成層した凝灰岩及び軽石凝灰岩であ

る.島中央の高台(標高102m)では，これを層厚10m程度の礁石灰岩が覆い，

宝島の標高50m以下に分布する琉球石灰岩に対比されている(平田， 1967; 

木庭ほか， 1979).高台を取り巻く標高10m以下には隆起サンゴ、礁堆積物が

広く分布し，約5，500-1，600年前の放射性炭素年代(未較正)が報告されてい

る(木庭ほか， 1979) 

小宝小島も同様に，島の中心部に高台が存在し，宝島層群の火砕岩が分

布する.それを取り巻くように隆起サンゴ礁堆積物が広く分布する.その東方に，

中の門，沖の門と呼ばれる岩礁群がある.中の門は東に約25
0

傾斜した火砕

岩からなる.沖の門では柱状節理と板状節理が発達しており，塊状溶岩また

は貫入岩と推定される.

小宝島の南部には，隆起サンゴ礁堆積物を変位させている確実度IIIの活断

層が推定されてしも(活断層研究会編， 1991) 

3.10宝島

宝島は中新世と推定される火山岩から構成される宝島層群を基盤とし，そ

れを不整合で覆う中期更新世の堆積岩(琉球層群)及び完新世の隆起サンゴ

礁及び砂正堆積物が覆う(大四・松本， 1979a) 

宝島層群は下位から尾根上山層，イマキラ岳層，赤木崎層からなり，それぞ

れ断層で接する(第6図).最下位の尾根上山層は島の中央部を東西に横断

する北落ち逆断層の南側に分布する火砕岩及び溶岩層で，層厚は270m以

上である.この断層沿いで、は幅数-10mの破砕帯が確認されている(大四・松本，

1979a) .火砕岩の一部は非溶結の軽石質火砕流堆積物とされ，枕状溶岩も

存在する.イマキラ岳層は島中央部を横断する逆断層の北西側に分布し，最

も分布域が広く，層厚750m以上の火砕岩及び溶岩である.火砕流堆積物が

主体で，一部は強溶結している.赤木崎層は島の北東部で、イマキラ岳層と北

東落ちの正断層で接する火砕岩及び溶岩層である.この断層沿いでは幅10-

20mの破砕帯が確認されている(大四・松本， 1979a).層厚は280m以上，火

砕岩の一部は軽石質の火砕流堆積物で，一部弱溶結している.

これらの地層を構成する岩石は，緑色変質が著しい輝石安山岩である.一

部には銅鉱床が匪胎している.大四ほか(1987)により前期更新世のK-Ar年

代値及び鮮新世のFT年代値が報告されているが，これらは変質年代を示す

と解釈され，宝島層群の年代は中新世とされている.ほかに時代を示す資料

はなく，本地質図幅ではこれに従い中新世としておく.

宝島層群を覆う琉球層群は石灰岩及び砂磯層からなり，島の北西南東方

向の尾根の両側にわずかに分布する.下位の礁層は琉球列島の国頭礎層(国

頭層)に対比されている.上位の砂磯層は石灰岩と同時異相であり，琉球列

島の那覇層に対比される.那覇層及び国頭層は中期更新世とされてしも(兼

子， 2007) 

隆起サンゴ礁堆積物は，ほぼ全周の海岸沿い，高度2m以下に分布する.

約3，300-2，300年前の放射性炭素年代(未較正)が報告されている(木庭ほか，

1979) .砂丘堆積物は未固結の砂層で，これを覆う.最大で20mの層厚を持つ.

3.11横当島及び上ノ根島

横当島及び上ノ根島は後期更新世ないし完新世の火山島で，いずれも輝

石安山岩からなる(松本・松本，1966).横当島東方には，直径約7X 10kmの

海底カルデ、ラと推定される凹地が存在し(海上保安庁， 1987)，横当島及び上

ノ根島は後カルデラ火山であると考えられる.海底カルデラ及び両島の火山

活動年代を決定する資料は得られていない.

横当島は歯品火山と最晶火山の2つの火山が接合している.西峰火山は山

頂部に浅い火口地形を持つ成層火山である.山頂火口の一部を破壊して小

規模な溶岩ドームが成長している.東峰火山は山頂に直径約350mの円筒状

の火口を持つ成層火山である.火山弾・スコリアなどの火砕物が表層を覆う平

滑な火山体斜面地形がよく保存されており，火口地形の新鮮さからも，完新

世まで火山活動が続いていたことは確実である.島の中心部，両火山の接合

部で，東峰火山噴出物が西峰火山噴出物を覆うことが確認されている(松本・

松本， 1966).上ノ根島火山も山頂部に直径約200mの火口を持つ成層火山

である.海食が進むが，北側斜面及び南東の半島突端には火砕物が表層を

薄く覆う火山体斜面の原面が残されている.西峰火山も上ノ根島火山も，い

ずれも東峰火山よりもそれほど古くない火山体であると考えられ，その活動時

代を後期更新世ないし完新世とする.

現在，これらの火山で、は噴気活動は認められないが，西暦1700年前後及び

1830年代に作成された元禄国絵図及び天保国絵図(国立公文書館所蔵)で

は，し、ずれも横当島の東峰山頂に噴気が描かれている(及川・中野， 2008)

また，幕末に書かれた「南島雑話J(名越左源太，東洋文庫4321南島雑話2J

平凡社刊)にも噴気の存在をうかがわせる記述が残されている(成尾， 2001) 

これらのことから，明治以前には東峰火山に噴気活動が存在した可能性が高

いと考えられる.



3.12サンドン岩
サンドン岩は，主に単斜輝石玄武岩からなる岩礁で，上部の急斜面は変形

の弱し、粗粒の溶岩からなり，下部の緩斜面部は，細粒の層状凝灰岩を挟み，

しばしば鱗片状境問が認められる.ぶどう石の細脈がしばしば認められ，緑泥

石とアクチノ閃石からなる細脈も共存することから，ぶどう石一アクチノ閃石相

の変成作用を被っている.この玄武岩類は，奄美大島の白亜紀の堆積岩コン

ブ。レックスで、ある名瀬ユニット(竹内， 1993)に含まれる玄武岩類，また，九州

の諸塚層群蒲江亜層群(後期白亜紀)の玄武岩類に対比される.

(中野俊・下司信夫・小林哲夫・斎藤虞)

4.温泉

トカラ列島の後期更新世以降の多くの火山島では，自然湧出する温泉が認

められる.そのほか，平島及び宝島では掘削によりもたらされた塩化物泉が浴

用として利用されている.

口之島:南西部で、セランマ温泉が自然湧出しており，保養施設として利用され

ている.泉温は約70
0
C，火山起源の石こう泉主体である(田口・塚田， 1972) 

そのほか，港付近の西之浜や東海岸の戸尻で温泉の湧出が知られているが，

2006年時点では利用されていない.

中之島:御岳南麓の海岸付近で、東区温泉，西区温泉，天泊温泉などの数ヶ

所の温泉があり，古くから利用されている.泉温は多くが50"-'67
0
Cである(平

林ほか， 2000) 

臥蛇島:東海岸付近で、の温泉の湧出が推定されている(中野・下司， 2005) 

小臥蛇島.東海岸の変質帯で、30-50
0
Cのわずかな温泉湧出がある(中野・下司，

2008) 

諏訪之瀬島:作地カルデ、ラ内に作地温泉が湧出する.そのほか，海岸部のフ

カワラ，作地海岸，須崎などで、は伏流した温泉水が海中に流入し，変色海水

を形成している(太田， 1988).作地温泉は約50
0

Cの硫酸酸性泉である.

悪石島:御岳南麓の海岸付近の地熱地帯には湯泊温泉などがある.最も高

い泉温は78
0
Cを，また，硫気ガスの温度は120

0
Cを示す(大四・松本， 1979b) 

小宝島:東北部の湯泊温泉などで70
0
Cの温泉が湧出し，水で薄めて利用して

いる(露木ほか， 1972).付近の隆起サンゴ礁の割れ目からは硫黄臭のあるガ

スが噴出し，石灰華の沈殿も見られる

横当島:北海岸部で40-45
0

Cの温泉が湧出している.また，南の海岸部でも変

色海水が見られる(松本・松本， 1966) 

(中野俊)

5.鉱床

口之島及び中之島では，かつて硫黄の採掘が行われていた.口之島では

燃岳溶岩ドーム山頂の北斜面付近で採掘されたらしいが，詳細は不明である

中之島では御岳山頂火口内にて1940-1945年に大規模に採掘が行われ，東

海岸(大木)で精錬し，積み出されていた(赤塚ほか， 1953).噴気孔ガスから

硫黄を昇華させる昇華鉱床で、あった.

宝島ではかつて銅鉱石が採取されていた(宝島鉱山).北東端の鷲ヶ崎付

近に少なくとも5つの採掘坑跡を確認した.現在，その付近は金山公園と呼ば

れている.赤塚(1953)及び大迫(1976)によれば，そのほかに女神山，蛭岳

南東，荒木崎付近にも坑口があった.鉱脈は黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方

鉛鉱を含む浅熱水性の石英脈で，最大幅2m程度(蛭岳南東)で宝島層群の

火砕岩を貫く.銅の採掘は明治以前に薩摩藩によって行われ，一時中断した

ようだが少なくとも1877年(明治10年)まで採掘されたようである.最も新しい開

発は1960年頃，金銀を目的として試掘されたが，貧鉱で稼行に耐えず，鉱石

は島外に搬出されていない.

(中野俊)

6.重力異常

本地域の大半が海域であり，重力異常図としてすでに船上重力データを編

集したものはあった(駒津ほか，1992)が，平成19年度に点在する島l興域にお

いて新たに測定を行し、陸域の重力異常値の精度を確保した.編集面積は

15，682平方km，編集に用いた重力データの総数は3，417点である.そのうち

陸域の144点については平成19年7月に口之島，中之島，平島，諏訪之瀬島，

悪石島，小宝島及び宝島の7島で実施した重力測定による.海域については，

地質調査所による白嶺丸の航海データ(調査航海名・ GH755)と海上保安庁

海洋情報部の測量船昭洋と拓洋の航海データ(調査航海名:HS8102，HS8203， 

HT8605， HT861102)を編集し，陸域と同様の地形補正等の処理を施しブーゲー

異常としたものである.

本地域の岩石の露出している領域は狭く，海域を含めた広域的な表層密度

は分からないが，ほとんどの島l興域は第四紀の新しい火山の安山岩を主体と

し，宝島・小宝島で、は中新世と推定される古い火山岩が分布しており，仮定密

度は火山地域として妥当な密度である2.3gjcm
3
を採用した.

概略の重力異常は北北東一南南西方向のコンターパターンが優勢で、，琉球

弧の延伸方向に整合するような2次元的な構造を呈している.臥蛇島から平

島の西方に見える南北方向の80mgalを越す高重力異常や，悪石島から宝島

の東方に見える40mgalより小さい低重力異常は概ね地形と相関しており，基

盤岩の盛り上がり構造を示していると考えられる.局所異常の特徴として例外

なく島興が高重力異常域を作っており，火山直下での基盤の盛り上がり，固

結した高密度の溶岩の存在などを示している.地表の地質との対応がよく判

るように上方接続残差重力図を示す(第7図).深部構造による重力異常は

1kmの上方接続値により除去したため，深度数kmより浅い構造が抽出されて

いるものである.負値には横線で陰を付けて表示してある. 口之島は南部の

前岳周辺，平島は中央部の御岳周辺での各々標高の高い領域に高残差重

力域があり山体直下が高密度岩体で構成されていることが分かる.一方，中

之島，諏訪之瀬島及び悪石島については標高の高い山体域ではなく山麓域

に高残差重力域があり，溶岩の供給が高密度岩体の周辺から行われたことと，

山体部自体が低密度層で形成されていることが分かる.宝島と小宝島につい

ては，古い火山の溶岩や貫入岩等の基盤が島の中央部にあってそこが高残

差重力域になっていることが分かる.

(駒津正夫・大熊茂雄)

Geology of the 1 :200，000 Nakanoshima and 
Takarajima Quadrangle 

The Nakanoshima and Takarajima Quadrangle is located between Kyushu 

mainland and Amami-Oshima Island， and includes Tokara Retto (Islands) and 

Sandon Iwa (Rocks). Tokara Retto includes 10 volcanic islands such as， 

Kuchinoshima， Nakanoshima， Suwanose Jima and Takara Jima. They are 

mainly composed of lavas and volcaniclastics of pyroxene andesite or 

hornblende dacite of Miocene (7) to Holocene in age. Three northern 

volcanic islands of Kuchinoshima， Nakanoshima and Suwanose Jima along the 

volcanic企ontare active volcanoes. Takara Jima and Kodakara Jima Islands 

are composed of hydrothermally altered volcanic rocks of possibly Miocene in 

age and仕ingedby raised coral reef deposits. The Sandon Iwa (Rocks) on the 

Amami Spur (northern extension of Amami-Oshima Island)， is composed of 

basalt lava and volcaniclastics (weakly metamorphosed) belonging to the Late 

Cretaceous sedimentary complex of the Shimanto Terrane. 

Gravimetric residual highs including the islands of Kuchinoshima， 

Nakanoshima， Taira Jima， Suwanose Jima， Akuseki Jima， Kodakara Jima and 

Takara Jima respectively are estimated to be the uplift structure of the 

basement rock， and it has consistency with topographical feature in general. 

Keywords: geological map， 1 :200，000， Kuchinoshima， Nakanoshima， 

Suwanose Jima， Taira Jima， Akuseki Jima， Gaja Jima， Kogaja ]ima， Takara 

Jima， Kodakara Jima， Yokoate Jima， Kan'none Jima， Sandon Iwa， Tokara 

Retto 
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時代 口之島 中之島 臥蛇島 小臥蛇島 諏訪之瀬島 平島 悪石島 上ノ根島 横当島
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第2図第四紀火山の層序総括図

K-Ah:鬼界アカホヤ火山灰， AT:姶良Tn火山灰， K-Tz:鬼界葛原火山灰.

実線枠は輝石安山岩質，点線枠は角閃石安山岩デイサイト質.

LD=搭岩ドーム， DAD=岩屑なだれ堆積物.

1290SS'E 凡 伊リ

自湖沼堆積物

日海浜堆積物及び崖錐

燃岳火山

Mo蘭燃岳溶岩ドーム

落しの平火山

。口落しの平溶岩ドーム

前岳火山

Mt図蹴
Mal霊前岳溶岩ドーム

鎌倉崎火山

Ka露目鎌倉崎駅ーム

ヒキスエ火山
H関ヒキスエ溶岩ドーム

1 km 

第3図口之島火山の地質図

下司・中野(2007)に加筆修正， BAF=ブ、ロックアンドアッシュフロー堆積物.

| |  

fカルデラ及び崩騨

も火口 (燃岳山頂部)



第4図小臥蛇島における噴気の分布

中野・下司 (2008)を修正.

国土地理院発行1:25，000地形図「臥蛇島」使用.

第5図諏訪之瀬島火山の地質概略図

小林(1989)に加筆修正.
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第6図宝島の地質図

大四・松本(1979a)の地質図を木崎編(1985)から引用.
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第7図 lkmの上方接続残差重力

負値には横線を付けて表示.コンタ一間隔はlmgal(ミリガル)
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